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ネパールのほぼ中央部、ポカラの町の北にアンナプルナとダウラギリという２つの 8000 米峰が

ある。この両峯の間を穿つ世界一深いカリガンダキ河に沿って歩くと、美しい山と渓谷、見事な

地質、地形、気候、植物相がドラマティックに変化する。カリガンダキ河は、自然の美しさのエ

ッセンスと、魅力的な地質と地形を観察できる地球上最高のトレッキングルートである。本発表

は、これまでの私達の調査研究 1)～5), 7)～14) に基づき、この地域の広域的地質を示すと共に、トレ

ッキングルートに沿って地質と自然災害状況の特徴と野外状況を示す。また、一般向けに編集・

発行した研修ガイドブック 11) を紹介する。 
 
このルートは南から北に向かって低ヒマラヤ帯（低ヒマラヤ変堆積岩類）、高ヒマラヤ帯（高ヒマ

ラヤ片麻岩類）、チベットヒマラヤ帯 (テチス層群）と、地形、地質帯が変化し(図 1）、各帯の典

型的な地形と地質、さらには植生や気候帯の変化を観察できる。岩石崩落、斜面崩壊（狭義）、地

すべり、土石流などの自然災害はいたるところで見られるが、上記の地形・地質帯により、特徴

がある。 

 
図 1 ネパールヒマラヤの地形区分 6) 

カリガンダキ河（図中のＫＬＧで，ＡとＤＯＲの間）に沿う研修ルートを破線で示した。 
 
低ヒマラヤ帯は雨量が多く、地質的には微細な節理に富み、比較的柔らかく風化、粘土化しやす

い泥岩層と、対照的に堅硬な珪岩、火成岩が混在しており、河川にそってしばしば極端に急傾斜



で巨大な崖が発達する（図 2）。ここでは岩

石崩落、斜面崩壊と土石流災害が顕著である。

高ヒマラヤ帯は均質的に堅硬な花崗岩類と

片麻岩類から成り、斜面の安定性はよいが、

第四紀の山地上昇が最も大きく、ヒマラヤ主

峰が両岸に聳える一方でカリガンダキ側の

河川浸食が進み、そのため谷の両岸は平均的

に著しく急傾斜であり、崖錐堆積物がよく発

達する。さらに巨大なモレーンや河岸段丘の

発達も著しい。これらのために、とくにやわ

らかく、侵食に弱い新しい堆積物が大きな斜

面崩壊を随所で起こしている（図３）。さら

に、本流河川の側方浸食により、小規模な斜

面崩壊がテラスに発生し、直接的に人家の脅

威となっている。一方、比較的雨量の多い南

部では、とくに急傾斜の稜線地域から発生す

る土石流と、河川中流で河川の両岸斜面で発

生する土石流が扇状地堆積物としてカリガ

ンダキ河本流まで多量に押し寄せてきており、

災害となっている。テチスヒマラヤ帯は雨量が極端に少ないことと、稜線の高度が小さくなる。

一方河川高度が増加しているため、平均的な山腹の傾斜は比較的ゆるく、巨大な斜面崩壊や土石

流は認められない。しかしこの地帯では、しばしば膨大な氷河河川堆積物及び湖成堆積物が段丘

や懸垂段丘を構成しており、これらが河床近くで垂直を越す極端に急な崖を作り、岩石崩落と斜

面崩壊の原因となっている（図 4）。また、粘土質の氷河堆積物を主体とする地域では、著しく低

速度の広域地すべりも認められる。 

図 2 低ヒマラヤ帯珪岩層と懸垂段丘堆積物の危険な崖

 

研修ガイドブックは、地質学

教室の教員８人により、延べ

200 人日に及ぶ 4 回の現地野

外調査を踏まえ、共同執筆さ

れた。ヒマラヤは地球上で最

も高く、若く、活動的な山脈

で、生きている地球の自然を

学ぶ理想的な野外教室である。

それにも関わらず、世界のど

こにも、一般を対象とするヒ

マラヤの地質と自然災害のガ

イドブックが無かった。我々

図 3 崩壊幅約 1ｋｍ、高度差約 400ｍの巨大な斜面崩壊．氷河性堆積

物を主とする高位段丘斜面。 



はネパールヒマラヤを横断する

数ルートについて、研修ガイド

ブックシリーズを発行する計画

であり、カリガンダキ河コース

はその第１号である。ガイドブ

ックはヒマラヤの新しい魅力を

世界にアピールするとともに、

ネパールヒマラヤの地質と自然

災害の全貌を、ネパール研究者

らの仕事を中心として明らかに

していくスタートになると期待

される。シリーズＮｏ．１の研

修ガイドブックは、変形Ａ５版

アート紙カラー全 165 ページで、

ヒマラヤの生い立ち、地質、地

形、気候などの解説から始まり、本の主要部分ではトレッキングルートの主な観察地点が、10 万

分の一前後の詳細な地形図（図 5，６）と多数のカラー写真や図を添えて説明されている。巻末

には文献リストや用語集などがまとめられている。 

図 4 中位段丘面に広がるカグベニ村と背後のニルギリ峰．村はカリガ

ンダキ河の側方侵食で危機に曝されている． 

 

 
図 5 カリガンダキ河上流部の地形見学地点分布。地質はＧナンバー、自然災害はＨナンバーで示されている。

地形図は HMG Nepal Survey Department による． 
 



 
 

 
図 6 ガイドブックの表と裏表紙。表（右）はカリガンダキ河上流地域（チベットヒマラヤ）の代表的な風景と

見事な地質．裏表紙（左）は研修ルートと旅行日程サンプルが示されている。 
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